


    悩み

     再発して2回目の手術ではストーマを造設することになり、不安と戸惑いもあり大変だった。再々発して現在3回目の手術後1年過ぎたが、ストーマの入口の外・内側にずっと痛みがある。 


    助言

    
              【痛みの状況を把握し、医師に伝えましょう】




  
  ストーマの造設は、これまで無意識に行ってきた排便という行為が大きく変わることになり、不安や戸惑いは大きいと思います。ただストーマは自分のからだの一部で排泄を司る大切な部分です。外見の変化、いつ便やガスがでるかわからないという状況、ストーマ管理など様々な課題があると思いますが、医師や看護師もあなたがストーマケアを身につけていくことをサポートしていきます。ストーマに関するトラブル（皮膚のあれ、パウチがはずれやすい、便やガスのにおいが気になるなど）があれば、相談をしながら１つ１つ解決していくことが大切です。
病院によっては、ストーマケアを専門に行っているストーマ外来を設置しているところもあります。看護師のなかには、日本看護協会が認定している皮膚や排泄ケアの専門的知識と技術を持つ『皮膚・排泄ケア認定看護師』の資格を持っている人もいます。
また、ストーマの入り口付近の痛みが続いているということですが、まず担当医に伝え、対応を相談しましょう。その際には、いつ頃（身体を動かしたとき、曲げたときなど）、どういう痛みが（きりきりとした痛み、ずきんずきんとするなど）、どのくらい続くのか、何か痛みに対しての対処はしているか（市販の痛み止めをのんでいるとか、楽な姿勢をとるとか）、表面上の変化はないか（痛いところのあたりの皮膚が赤いとか熱をもっているとか）などを具体的に伝えることが大切です。


  




    



OEBPS/Images/cover/img_1771590201.png
Webhk
BALEZTFHIRQRA






OEBPS/Images/ldo_center2.png





